








人生100年時代？ライフプランを描きにくい時代

気候変動 首都直下型・南海トラフ地震

新型コロナウイルス
戦争

Z世代

これまで通りの
生き方働き方学び方が
通用しない。

既存システムの限界。
思い通りにならない
世界をどう生きるか。
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今ある社会の仕組みやルールを前提としてその改善を図るのではなく、持続可能な
社会の実現に向けて、社会システムの仕組みやルールそのものを変える。

社会システムの中に「埋め込まれている」問題

社会の「仕組み」や「ルール」そのものを変えていくこと
（トランジション）が必要







どうして大学卒業＝社会人スタートなのか
学生時代が終われば、学びも終わり？



日本の若者の8割が「社会は変わらない」と諦めている

日本財団「18歳意識調査」第20回



教育⇒仕事⇒引退 （エイジ≠ステージ）
若者に新しい生き方・働き方の選択肢を。

【教育】
小・中・高・大

【仕事】
社会人

⇒労働者・消費者
精神疲弊、環境破壊

【引退】
セカンドキャリア

オルタナティブ
スクール

フリースクール

大学院

17歳以上であれば
誰でも入れる学校

（フォルケホイスコーレ）

◎モラトリアムの提供
◎自己効力感を上げる
→人生に余白がある
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英国シューマッハカレッジ（大学）



インド人の哲学者サティシュ・クマー
ルさんが25年前に創立。

・経済や科学、農業や心理学などを横
断的に身につける Holistic Science
・ 3Hを大切に。Head, Heart, Hand
（頭、心、手・身体）

・ソーシャルデザインやローカルエコ
ノミー、有機農業など、近年日本でも
注目されている領域を体系化した先駆
的な研究機関・コミュニティ。













常に対等なコミュニティ
ともに探求し、ともに成長する
ジャーニーへの「お誘い」



輪唱「ミサ」ポリネシア語で「月」を祝福する子守唄

http://drive.google.com/file/d/1yyZKHx01JhCjRuyRcj3OAtnX-hOLxs8Y/view


Deep time walk

地球の46億年の歴史を4.6kmに
置きかえ、雄大な自然を歩く。

1メートル→100万年
1ミリ→1000年。
一歩（50cm）→50万年
0.3ミリ以下→産業革命から現在



エコノミーの前にエコロジー
経済学を学ぶ前に、自然を学ぶことから
始めるのはおそらく世界中でここだけ
身体を動かしながらアカデミックな議論



「グリーンスクール」
大自然の中で自分を再発見し
センスオブワンダーを磨く

学び舎



7月末に横浜→群馬県みなかみ町へ移住しました





水源の地

利根川の
最初の

一滴が湧く
場所。



水源地で地球の起源を探り、
私たちの源へ還る旅



11月12日（土）～14日（月）2泊3日
みなかみディープタイムトラベル

Find our Oasis
～生命の起源をたどる3日間～







自然の声を聴く。川の音に耳を傾ける。



http://drive.google.com/file/d/1Rdsmwkcic-yMvfrMrZtMH56cqD7dnOoQ/view






生命が本来もつ自然の中に身を溶け込ますことで、
新しい思考の領域をもてた

自分でもびっくりするくらい、今後の自分の
生き方に大きな影響を与えた3日間だと確信しています

肩の荷が降り、ある種の悟り様な感覚と
「じゃあ、私はどう生きるべきなのか」という
問いを持ち帰ることができました



プログラム内訳

参加費55,000円（一般）45,000円（学生）
参加者6人（10~20代の若者）＋町の親子＋寄付
売上413,500ー経費369,110=利益44,390





これからの時代に求められるもの

「学校の外のがっこう」

→社会の規範から外れて
ありのままに自己や他者を掘り下げる

地球環境との調和を結び
厳しい時代を生きる術を学ぶ場所







人を責めない 自分を責めない
システム思考

犯人捜しをしない
構造を変えない限り
問題は解決しない



環境問題の対症療法と根本治療

対症療法 根本治療

表面に見えている問題を処理す
ること。比較的早く、簡単に対
応できるが、問題を引き起こし
ている原因は解決していない。

例：
• 節電の呼びかけに応じる。
• 海岸や川岸に落ちているごみ
を拾う。

問題を引き起こしている社会の
仕組みやルール（埋め込まれた
問題）を改善すること。時間と
労力が必要。

例：
• 化石燃料を大幅に減らし、再
生可能エネルギーを増やす。

• ごみが出ない流通システムに
する。



「社会の変革（トランジション）」の実現に求められる行動とは？
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集団

明文化された
集団のルールを守る行動

明文化はされていないが、

個人が日常生活の中で励む行
動

他者と協働して
社会に働きかける行動

個人で社会に働きかける行動

個人

これまでのルールを改めよう
とする行動（アクティブ）

これまでのルール内で
実践する行動（パッシブ）

● 他者と協働する力
● 新たな価値を創造する力
● 対立やジレンマに対処す
る力
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